
臓器別評価項目 胃 腹腔鏡（補助）下幽門側胃切除（40 点満点） 

ビデオ番号         審査員氏名           

 

1. 胃大弯側リンパ節（No.4sb,No4d）郭清は適切になされているか    点 

組織の損傷を予防できる適切な鉗子を適切な方法で使用しているか、超音波凝固

切開装置等の個々の特徴を理解しながら使用しているか、脾弯曲近傍では結腸損

傷に留意しているか、愛護的に胃を把持し、挙上しているか、明らかに腫大した

リンパ節を直接把持していないか、腫瘍学的な切除かなどを評価。（８点満点） 

2. 6 番リンパ節の郭清は適切になされているか    点 

組織の損傷を予防できる適切な鉗子を適切な方法で使用しているか、超音波凝固

切開装置等の個々の特徴を理解しながら使用しているか、適切な剥離層で結腸の

授動が行われているか、前上膵十二指腸静脈を確認し、右胃大網静脈の根部を確

認して切離がなされているか、適切な郭清の深さを保ち、膵実質損傷を予防する

ために十分な注意が払われているかなどを評価。（８点満点） 

3. 膵上縁リンパ節(No.7,8a,9)の郭清は適切になされているか？    点 

組織の損傷を予防できる適切な鉗子を適切な方法で使用しているか、超音波凝固

切開装置等の個々の特徴を理解しながら使用しているか、適切な剥離層に入って

いるか、膵損傷を予防するための処置は適切か、No8a の郭清は十分になされて

いるか、No9郭清は適切か、左胃静脈・左動脈の処理は適切か、腫瘍学的な切除

かなどを評価。（12点満点） 

4 胃小彎のリンパ節(No.5,1,3)の郭清は適切になされているか    点 

組織の損傷を予防できる適切な鉗子を適切な方法で使用しているか、超音波凝固

切開装置等の個々の特徴を理解しながら使用しているか、胃の把持方法は愛護的

で適切か、胃壁の損傷はなく、明らかなリンパ節の取り残しはないかなどを評価

する。（８点満点） 

5. 消化管吻合は確実に行われたか    点 

過度の緊張がなく、吻合部の形状はスムーズに行われているかなどを評価する。 

（４点満点） 

臓器基準合計    点 

 


